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２００９年度経営プラン２００９年度経営プラン

２００９年５月

古河電気工業株式会社

取締役社長
 

吉田
 

政雄
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環境認識と施策
≪環境認識≫

●「伝送インフラ系（情報通信・エネルギー）」は

グローバルな通信・電力インフラ投資に支えられ底堅い

●「素材ニッチ系（産業機材・金属・電装エレ）」の一部は

08Q4で在庫調整解消も汎用品の回復は下期に

≪施策≫

●「上げ寄せ止め」固定費削減断行で資産効率アップ

●伝送インフラのグローバル展開、素材ニッチのポジション強化

０９年度当期黒字確保
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１．０８年度決算ハイライト
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07実績
 

08実績
 
増減

 
（増減要因）

売上高
 
11,742

 
10,328

 
▲１,４１４

08税制改正影響

 

－

 

▲52

 

▲52

 

（償却7年に短縮）

低価法適用影響

 

－

 

▲32

 

▲32

営業利益
 
484

 
98

 
▲387

為替損失

 

▲31

 

▲186

 

▲154

 
（在外子会社の円建て借入金為替損）

経常利益
 
408

 
▲148

 
▲556

特別利益

 

54

 

265

 

＋211

 

（為調取崩+185,株売却益+26）

特別損失

 

▲152

 

▲426

 

▲274

 

（減損▲98,環境▲106

 

）

法人税等

 

▲204

 

▲22

 

＋181

法人税等調整額

 

89

 

▲105

 

▲194

 

（繰延税金資産取崩▲146）

少数株主利益

 

▲43

 

62

 

＋105

当期利益
 
153

 
▲374

 
▲527

有利子負債
 

3,991
 

3,831
 
▲159

（単位：億円）

０８実績
 

売上減、為替損・特損増
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07⇒08営業利益増減

484

98

’07 ’08

08税制改正
原油・副原料

為替

07比
 ▲387

▲52
▲40

▲23

▲80

地金損益

（単位：億円）

+12
OCP社売却 ▲182

+11
緊急改善策

▲32
低価法

売上減

品種構成悪化等
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2,340
2,5862,686

1,702
2,137

2,774
3,150

586568

1,005
1,063

1,5911,631 2,238

（左）‘07 （右）'08

情報通信

情通合計 フォトニクス・

 
ネットワーク

金属 軽金属

情報通信

情通合計 フォトニクス・

 
ネットワーク

エネルギー・

 
産業機材

金属 電装・エレク

 
トロニクス

軽金属

売上高売上高

営業利益

07：

 
484

08：

 
98

営業利益

07：

 
484

08：

 
98

（単位：億円）

▲4

124

25

91

▲49

61

11

81
76

57

18

53

93
110

光ファイバ・

 
ケーブル

光ファイバ・

 
ケーブル

0707：：1111,,742742
0808：：10,32810,328

07⇒08セグメント別実績

エネルギー・

 
産業機材

電装・エレク

 
トロニクス

伝送インフラ系 素材ニッチ系
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リスクを縮小
●営業外為替損失の縮小

在外子会社の円建て借入金に関して、０８年度までは対米ドル１円
 の円高で▲６億円のリスク

⇒０８年度営業外為替損▲１８６億円が０９年度から大幅減

●繰延税金資産

単体：地方税分７４億円全て取崩

⇒０９年３月末残：単体２２１億円、連結計３４９億円

●コンプライアンス

銅管ＪＩＳ再取得、発泡製品カルテル排除命令

⇒再発防止を徹底
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２．０９年度通期経営プラン
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（単位：億円）

08実績
 
09予想

 
増減

売上高
 
10,328

 
8,070

 
▲2,258

営業利益
 

98
 

100
 

＋2
為替損益

 

▲186

 

5

 

＋191

経常利益
 
▲148

 
70

 
＋218

特別利益

 

265

 

16

 

▲249

特別損失

 

▲426

 

▲37

 

＋389

法人税・調整等

 

▲127

 

▲22

 

＋105

少数株主利益

 

＋62

 

▲2

 

▲64

当期利益
 
▲374

 
25

 
＋399

実績・前提値

 為替(￥/＄) 103.5 95
原油（＄/Ｂ）

 
81.9 50

銅建値(￥/ｋｇ) 657.0 480
アルミ価格（￥/ｋｇ）

 
269.6 200

09予想
 

当期利益黒字化
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98 100

’08実績 ’09予想

原油・

 副原料

為替

08比＋2

▲175

▲14

（単位：億円）

+120

固定費削減

08⇒09予想
 

営業利益増減

+53

+18
低価法戻り

売上減

品種構成悪化等
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（単位：億円）

０９予想
 

Ｑ２営業黒字化を予想

▲154

08Q4 09Q1予 09Q2予 09Q3予 09Q4予

83 77

・情報通信・エネ産機が回復

・電子素材系の在庫調整解消へ

・固定費削減効果など

▲70

電装エレ、金属、軽金属

 回復へ

10
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固定費を０８比120億円削減
（単位：億円）

設備関連 ＋40 減損による償却費減

 設備投資圧縮

 銅線・発泡生産拠点集約等

人件費関連 ＋60 役員報酬カット10～20％

 管理職給与カット５％

時間外勤務削減

非正規社員・派遣社員削減等

追加施策 ＋20 役員報酬カット上乗せ５％

役員業績連動報酬ゼロ

その他経費圧縮等

計 ＋120
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08実績

 
09予想

 
増減

Ａ

 
設備投資

 
413

 
313

 
▲100

Ｂ

 
減価償却

 
469

 
445

 
▲24

Ｂ－Ａ

 
差額

 
+56

 
+132

 
+76

08年度実績

軽金属
101(24%

金属
92(22%)

サービス他
29(7%)

情報通信
62(15%)

エネ・産機
56(14%)

電装・エレ
73(18%)

（単位：億円）

09年度予想

◆09年度の主な投資内容

情報通信

 
光部品増産

エネ産機

 
電力部品増産

金属

 
銅箔増産

電装エレ

 
自動車部品増産

軽金属

 
圧延用モーター更新

電装・エレ
62

(20%)

エネ・産機
41

(13%)

情報通信
52

(17%)

サービス
他37
(11%)

金属
40

(13%)

軽金属
81

(26%)

313413

（単位：億円）

償却内設備投資でキャッシュ創出
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構造改革とグローバル化を同時推進
▼伝統的事業の上げ寄せ止め

 

●伝送インフラのグローバル展開

 

■素材ニッチのポジション強化

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

●ケーブル・欧州ＯＦＳ増強
▼ケーブル・国内拠点統合

●ファイバ・インド合弁開始
●ケーブル・インドネシア増強

●高圧部品・ＦＰＣ連結
●高圧ケーブル・瀋陽増強

●高圧部品・井上完全子会社化
▼発泡・一部品種集約
●高圧ケーブル・瀋陽増強

▼銅線・国内拠点統合
▼建設用電線・昭和電線と販売統合

■銅箔・ＦＣＦ増強
■銅箔・ＦＣＦ統合

■ガラス基板・生産開始
▼巻線・理研、東特と統合

■車ラジ材・韓国社と提携
■太陽光発電基板ホルダ・生産強化

■印刷版・英国社に資本参加
▼北米再編

▼原子燃料工業の一部株式をウェスチング・ハウスに売却

電装エレ

20102008

本部

2009

情報通信

軽金属

金属

エネ産機
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成長地域で「伝送インフラ」を増強

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030

Non-OECD

OECD

世界の電力需要

 
ｂｙＥＩＡ

中国・瀋陽（高圧ケーブル）・・・・・・

 
中国景気対策で需要増、０９年５月増強

タイ・ＦＦＴ（半導体レーザ）・・・・・・

 
国内ＮＧＮ，中国・米国向け需要増

インド・ＪＶ（光ファイバ）・・・・・・・・・

 
ユニバーサル社と線引合弁

 
０９年９月～

インドネシア・ＦＯＳＩ（光ケーブル）・

 
同国内需要増、１０年初頭増強

米国・ＯＦＳ（光ケーブル）・・・・・・・

 
欧州キャリアプロジェクト向け需要増

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

2005 2008 2009 2013

Other Emerging

Asia-Pacific

America

世界の光ケーブル需要

 
ｂｙＣＲＵ（兆ｋｗ） （百万ｋｍ）
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電子部品向け「素材ニッチ」は回復基調

電解銅箔
（金属：リチウム電池、プリント基板用）

半導体テープ
（エネ産機：半導体ウェハ加工用）

アルミブランク材
（電装エレ：ハードディスク用）

08上
 

08下
 

09上予

 
09下予

100

100

100

50 60

80

55 60
75

50

80 90

数量ベース

 08上＝100
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配当
 

安定性を重視

事業環境は厳しいものの、

安定配当のポリシーに則り、

年間5.0円（中間期末2.5円、期末2.5円）
 の配当予想といたしました。
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3．セグメント情報
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1,800

2,340
2,238

1,150

1,702

2,050

2,774

500586
1,0001,005

1,500
1,591 1,800

（左）08 （右）09予想

セグメント別新予想

情報通信

情通合計 フォトニクス・

 
ネットワーク

エネルギー・

 
産業機材

金属 電装･エレ

 
クトロニクス

軽金属

情報通信

情通合計 フォトニクス・

 
ネットワーク

エネルギー・

 
産業機材

金属 電装・エレ

 
クトロニクス

軽金属

売上高売上高

営業利益営業利益

（単位：億円）

4

▲4

2
25

▲50▲49

42
11

60
76

3218

92
93

光ファイバ・

 
ケーブル

光ファイバ・

 
ケーブル

08：

 
10,328

09予：

 
8,070

08：

 
98

09予：

 
100

伝送インフラ系 素材ニッチ系
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＋ ブラジルＬＡＮケーブル好調

▲

 

国内光ケーブル低調

▲ 米ＯＦＳ光ケーブル低調

▲

 

為替損▲10

1,005
1,063

1,000

'07 '08 09予想

（単位：億円）

情報通信＜光ファイバ・ケーブル＞

営業利益の変動要因

53

売上高

 

営業利益

18 32

’07→’08

53→18

▲35

’08→’09予

18→32

＋14

伝送インフラ

＋

 

ＯＦＳ欧州光ケーブル需要増

＋

 

アジア向け光ファイバ需要増

▲

 

国内光ケーブル低調続く

472
533

'08上 '08下

24
▲6

500500

'09上予 '09下予

17 15
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568
586

500

'07 '08 09予想

（単位：億円）

情報通信＜フォトニクス・ネットワーク＞

売上高

 

営業利益

57 76 60

営業利益の変動要因

’07→’08

57→76

＋18

’08→’09予

76→60

▲16

＋

 

０７上に米赤字会社売却+１２

＋

 

国内ＮＧＮ向けアンプ・レーザ好調

＋

 

国内ルータ、ＣＡＴＶ関連好調

伝送インフラ

＋

 

国内ＮＧＮ向けアンプ好調続く

＋

 

中国・米国向けアンプ・レーザ需要増

▲

 

国内ルータ、ＣＡＴＶ関連を慎重視

306
280

'08上 '08下

42 34

240
260

'09上予 '09下予

29 31
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2,774

2,050

3,150

'07 '08 09予想

（単位：億円）

エネルギー・産業機材＜銅線・電力、プラスチック＞

81
11 42

売上高

 

営業利益 営業利益の変動要因

’07→’08

81→11

▲71

’08→’09予

11→42

＋31

エネルギー

＋

 

中国瀋陽高圧ケーブル好調

▲

 

国内産業電線低調

▲

 

銅線で地金損益悪化

産業機材

▲

 

半導体テープ減速

▲

 

発泡製品低調

伝送インフラ

1219
1555

'08上 '08下

28
▲17

1090
960

'09上予 '09下予

17 25

エネルギー

＋

 

中国瀋陽高圧ケーブル好調続く

＋

 

国内産業電線回復

＋

 

銅線で地金損益回復

産業機材

＋

 

海外発泡製品回復

▲

 

国内発泡製品低調続く
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1,150

2,137

1,702

（単位：億円）

金 属＜銅条、銅管、銅箔＞

売上高

 

営業利益

61

▲49 ▲50

営業利益の変動要因

’07→’08

61→▲49

▲110

’08→09予

▲49→▲50

▲1

▲

 

銅条・銅管の下期需要大幅減

▲

 

銅箔の下期需要大幅速

素材ニッチ

＋

 

銅箔の需要は期初から回復

▲

 

銅条・銅管の需要低迷続く

617

1086

'08上 '08下

15
▲64

640

510

. .
▲40 ▲10

‘07 ‘08 ’09予

’08下 ’09上予 ’09下予
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2,238
2,686

1,800

'07 '08 09予想

（単位：億円）

電装・エレクトロニクス＜巻線、ＥＬＣ、自動車部品＞

売上高

 

営業利益

91
25 2

営業利益の変動要因

’07→’08

91→25

▲66

’08→’09予

25→2

▲23

＋

 

電池、鉛価格下落で好調

▲

 

ワイヤーハーネス下期需要減

▲

 

ＥＬＣ、巻線低調

▲

 

為替損▲7

素材ニッチ

1007
1231

'08上 '08下

39
▲15

980
820

'09上予 '09下予
▲23

25

＋

 

ガラス基板立ち上げ

▲

 

ワイヤーハーネス、ＥＬＣ低調続く

▲

 

電池、需要減と鉛下落分価格下げ
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2,340
2,586

1,800

'07 '08 09予想

（単位：億円）

軽金属＜アルミ加工品＞

売上高

 

営業利益

124

▲4
4

営業利益の変動要因

’07→’08

124→▲4

▲127

’08→’09予

▲4→4

＋8

▲

 

全般的に下期売上量減

▲

 

原油・副原料価格高騰▲26

▲

 

税制改正影響▲28

素材ニッチ

980
1360

. .

51
▲54

970
830

. .▲64

68

’08下’08上 ’09上予 ’09下予

＋

 

全般的に下期回復見込む

＋

 

原油・副原料価格下落＋35



All Rights Reserved, Copyright© THE FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2009 26

次期中期（2010年度～）の考え方

３つの方向性

◎通信・電力の「伝送インフラ事業」をグローバル展開

◎有機・無機素材で差別化した「ニッチ事業」でポジション強化

◎伝統的な銅加工事業は「上げ・寄せ・止め」

事業ポートフォリオの大胆な組み換えで
 

ＢＳ価値変動リスク縮小⇒ＰＬ成長へ
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ご清聴ありがとうございました。
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将来情報についての注意事項

この資料に記載されております売上高及び利益等の計画のうち、過去または現在の事実に関するもの以外は、当社グ

 
ループの各事業に関する業界の動向についての見通しを含む経済状況、ならびに為替レートの変動その他の業績に影響

 
を与える要因について、現時点で入手可能な情報をもとにした当社グループの仮定及び判断に基づく見通しを前提として

 
おります。

これら将来予想に関する記述は、既知または未知のリスク及び不確実性が内在しており、例として以下のものが挙げら

 
れますが、これらに限られるものではありません。

・米国、欧州、日本その他のアジア諸国の経済情勢、特に個人消費及び企業による設備投資の動向

・米ドル、ユーロ、アジア諸国の各通貨の為替相場の変動

・急速な技術革新と当社グループの対応能力

・財務的、経営的、環境的な諸前提の変動

・諸外国による現在及び将来の貿易規制等

・当社グループが所有する有価証券等の時価の変動

従いまして、実際の売上高及び利益等と、この資料に記載されております計画とは大きく異なる場合があることをご承知

 
おき下さい。なお、当社グループは、この資料の本リリース後においても、将来予想に関する記述を更新して公表する義務

 
を負うものではありません。

著作権等について

この資料のいかなる部分についてもその著作権その他一切の権利は、古河電気工業株式会社に帰属しており、あらゆる

 
方法を問わず、無断で複製または転用することを禁止します。
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